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日本の医療の流れ
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超高齢化社会の基盤となる社会環境には

MASAHARU SAKOH, Dept. of Stroke, KRC, SMH, Tokyo, Japan

人間力の回復リハ
（健康・医療・福祉）

交流・都市環境整備
（ハード）

社会参加支援体制
（ソフト）

教育・人材育成

１．人間回復

２．人間（健康）継続

３．社会貢献

４．国民性成長
2020年までに協力と自立の価値観育成

80歳まで緩いビジネスで、脳も体もボケさせない



世界から注目・リスペクトされる超高齢社会
のモデル都市の実践に必要な社会環境
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１．健康・医療・福祉のまちづくりのトップモデル
推進ガイドライン（2014年8月1日発表 国土交通省都市局）

「健康医療福祉都市構想・ヘルシーロード」を
山手通り整備事業・二子玉川大規模開発で推進・実践

２．地域包括ケアシステムのトップモデル
健康・医療戦略会議（2014年7月10日）（厚生労働省）
横倉参与（日本医師会会長）より健康医療福祉都市構想を提案

３．アジア諸国への健康医療福祉都市構想の推進協力
次に超高齢化社会となるアジア諸国民に、モデル都市のリハ・ケア
医療の人材育成のため、日本で研修・指導するセンターの設立



１．回復期リハを中継とするフットワーク
が軽く質の高い医療連携の整備

２．市街地中心部に公園的歩道空間を創出
社会参加できる環境提供
（暮らしている街自体からの生きるエネルギー
の発信）

ヘルシーロード整備

３．わかりやすい健康、医療、福祉システ
ムや生活情報・サービスの発信

ヘルシーロードに医療関連産業街の整備

４．従来型ショッピング街と異なるビジネスの
提供と従来型ビジネスとの相乗的経済活性化

健康医療福祉都市構想
高齢者、障害者を含めた全ての市民が社会参加できる環境

市街地中心部からの良質な健康と生活のための都市

市街地中心部の
ヘルシーロード整備

MASAHARU SAKOH, Dept. of Stroke, KRC, SMH, Tokyo, Japan



１．リハ・ファッション
２．リハ・スタイル(生活)
３．リハ・アート
４．リハ・食文化 & 健康
５．リハ・工学テクノロジー
６．リハ・情報テクノロジー (IT)

リハビリ医療による都市再生モデル

新しい文化と産業の創生（リハビリ関連産業）

パラリンピック
(東京オリパラ2020)

街づくり
（地方創生）

７．リハ・就労（復職）
８．リハ・介護支援
９．リハ・子育て支援
１０．リハ・シルバー支援
１１．健康医療福祉情報・サービスの発信
１２．地域交流・定期イベントの開催
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港区ヘルシーロード 世界発信には
健康医療福祉都市構想の

東京都心モデル
が必須
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東京オリンピックパラリンピック
2020選手村



１．都市開発事業者との連携による都市機能向上と街中での社会参加・
社会貢献・生活再生の実践と指導

２．地域包括ケアの核となる地域リハビリテーションと社会参加の
実践的指導と体制化 ( Ageing in Place )

３．人間を回復できる回復期リハビリテーション病院の運営
外国人の障害治療（人間回復）の拠点病院

４．在宅生活者に対するリハビリテーションの継続的支援

５．急性期・慢性期施設へのリハビリテーションの指導と研修の協力

６．海外医療者に対するリハビリテーション医療の研修・指導（日本）
と都市モデルの海外促進協力による世界貢献

回復期リハ医療を中核とした都市機能向上モデル
（人口20～30万人の自治体でモデル都市整備）
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国家戦略特別区で、ロックフェラー財団が認める世界100のレジリエンスシティを実現


